
提
起
し
て
い
ま
す
。

表
紙
に
あ
る
よ
う
に
、
か
T

V
・
新
聞
が
報
じ
な
い
不
公
平

税
制
の
実
態
“
か
消
費
税
を
上
げ

る
と
誰
が
喜
ぶ
の
か
?
~
誤
解

だ
ら
け
の
「
消
費
税
増
税
不
可

避
論
」
に
異
議
あ
り
!
“
が
明

か
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
済
危
機
と
デ
フ
レ
は
深
刻

で
、
輸
出
企
業
の
景
気
回
復
に

向
け
た
海
外
化
に
よ
る
空
洞
化

現
象
に
さ
ら
に
追
い
討
ち
を
か

け
、
輸
出
大
企
業
が
栄
え
、
国

(
民
)
滅
ぶ
事
態
が
予
測
さ
れ

ま
す
。参
考
ま
で
に
章
立
て
を
紹
介
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し
ま
す
。

第
一
章
消
費
税
増
税
不
可
避

論
を
め
ぐ
っ
て

第
二
章
消
費
税
は
中
小
・
零

細
企
業
や
独
立
自
営
業
を
壊
滅

さ
せ
る

第
三
章
消
費
者
が
知
ら
な
い

消
費
税
の
仕
組
み

第
四
章
消
費
税
と
ワ
ー
キ
ン

グ
・
プ
ア

第
五
章
消
費
税
の
歴
史

第
六
章
消
費
税
を
上
げ
る
と

ど
う
な
る
か

(
中
間
協
顧
問
河
野
先
)

講
談
社
現
代
新
書
、
七
百
二
十

円
+
税
。

昨
年
九
月
に
大
阪
で
開

催
さ
れ
た
「
二

O
O九
経

営
労
働
問
題
全
国
交
流

会
」
(
主
催
一
中
同
協
、
設

営
一
大
阪
同
友
会
)
の
報

告
集
が
こ
の
ほ
ど
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
交
流
会
の
テ

ー
マ
は
「
激
動
を
乗
り
切

る
知
恵
と
情
熱
は
、
『
労
使

見
解
』
精
神
の

実
践
か
ら
わ
き

上
が
る
!
j今

こ
そ
企
業
を
守

り
、
雇
用
を
守

る
経
営
指
針
と

企
業
変
革
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
践
を
」
。

基

調

講

演

「
い
ま
雇
用
に

何
が
起
き
て
い

る
か

i
恐
慌
が

壊
れ
た
雇
用
を

直
撃
す
る
」
(
森

( 6 ) 

経営労働問題全国交流会の報告集を発刊
編集発行・中小企業家同友会全国協議会

衆
院
選
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
で
、
四
年
間
は
消

費
税
の
増
税
は
し
な
い

と
し
て
い
た
民
主
党
で

す
が
、
官
直
人
首
相
は

今
回
の
参
院
選
で
、
ギ

リ
シ
ャ
の
財
政
危
機
を

引
き
合
い
に
、
突
如
「
消

費
税
増
税
」
を
発
言
し

て
、
野
党
の
自
民
党
と

協
力
す
る
と
し
、
ま
さ

に
大
政
翼
賛
会
体
制
が

窺
え
る
政
治
姿
勢
を
示

し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
消
費
税

は
福
祉
財
源
と
し
て
い

た
は
ず
が
、
事
実
を
検

証
す
る
と
、
社
会
福
祉

予
算
は
連
年
の
削
減

で
、
過
去
二
十
二
年
間

の
消
費
税
財
源
二
百
二

十
四
兆
円
は
、
法
人
税

の
減
税
分
に
二
百
八
兆

円
費
消
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

臨画

第1162号

消費税のカラクリ
膏蹟貴男

11111111川

本
書
は
、
残
念
な
こ
と
に
、

選
挙
後
の
七
月
二
十
日
に
発

刊
、
書
屈
に
立
ひ
ま
し
た
が
、

消
費
税
論
議
は
、
こ
れ
か
ら
が

正
念
場
を
迎
え
る
だ
け
に
、
ぜ

ひ
多
く
の
人
々
に
読
ん
で
も
ら

い
、
消
費
税
の
増
税
を
ス
ト
ッ

プ
し
、
「
中
小
企
業
憲
章
」
の
理

念
に
基
づ
く
税
制
の
あ
り
方
を

考
え
、
提
起
し
て
い
く
こ
と
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

著
者
自
身
が
"
消
費
税
論
の

決
定
版
“
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、

気
鋭
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
け

に
、
巻
末
に
あ
る
参
考
文
献
三

十
六
冊
以
上
を
読
み
こ
な
し
、

誰
に
で
も
分
か
る
よ
う
に
か
み

砕
い
た
解
説
で
具
体
的
に
惹
起

し
て
い
る
情
報
を
含
め
、
問
題

回目標恥20e肉 ...，・-
圃叫圏一一

を
と
り
上
げ
、
そ
の
秘
訣
を
明

ら
か
に
し
た
の
が
本
書
で
す
。

金
丸
氏
は
、
活
力
あ
る
地
域

に
は
「
デ
ザ
イ
ン
力
」
「
発
信
力
」

「
知
恵
力
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

力
」
「
編
集
力
」
「
伝
統
力
」
「
連

携
力
」
の
「
七
つ
の
力
」
が
あ

る
と
分
析
。
魅
力
あ
る
「
地
元
」

の
事
例
と
共
に
紹
介
し
て
い
ま

す
。紹
介
さ
れ
て
い
る
事
例
は
、

教
育
で
五
十
七
万
人
の
人
を
引

き
付
け
る
「
伊
賀
の
里
モ
ク
モ

ク
手
づ
く
り
フ
ァ
ー
ム
」
(
三
重

県
伊
賀
市
、
三
重
同
友
会
会

員
)
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
I
T葉

っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
二
億
七
千
万
円

(
徳
島
県
上
勝
町
)
、
「
歩
く
こ

と
」
が
観
光
資
源
で
五
百
五
十

万
人
集
客

「
長
崎
さ
る
く
」
(
長

崎
市
)
な
ど
興
味
深
い
も
の
ば

か
り
で
す
。

(
K
S
)

N
T
T
出
版
刊
、
千
六
百
円
+

税。

んゐ、

本
書
の
著
者
・
金
丸
弘
美
氏

は
、
総
務
省
地
域
力
創
造
ア
ド

パ
イ
ザ
l
、
内
閣
官
房
地
域
活

性
化
応
援
隊
地
域
活
性
化
伝
道

師
な
ど
を
務
め
、
全
国
各
地
の

「
ま
ち
お
こ
し
」
に
実
践
的
に

関
わ
っ
て
き
た
方
。
そ
の
金
丸

氏
が
こ
れ
ま
で
の
豊
富
な
経
験

を
踏
ま
え
て
、
「
地
域
再
生
」
を

実
現
さ
せ
た
十
八
の
「
地
元
」

んし家業J九
J.I:. 中

査
装
置
、
大
病
院
の
検
査
室
や

医
療
機
関
等
で
使
用
す
る
採
血

管
に
個
人
識
別
用
の
ラ
ベ
ル
を

印
刷
・
張
り
付
け
す
る
装
置
、

図
書
館
用
入
館
・
図
書
貸
出
・

返
却
自
動
管
理
装
置
な
ど
の
新

規
受
注
品
の
製
造
、

保
守
管
理
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い

ト
プ
リ
ン
タ
ー
の
欠
点
で
あ
る

「
小
型
化
が
困
難
」
「
印
字
時
に

騒
音
が
あ
る
」
と
い
う
点
を
補

完
す
る
目
的
で
開
発
さ
れ
た
次

世
代
印
字
装
置
で
す
。
し
か
し
、

印
字
さ
れ
た
文
字
の
経
時
変
化

い
と
思
わ
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
現
在
は
、
ス
ー
パ
ー
・
飲

食
屈
の
レ
ジ
用
な
ど
の
用
途

は
、
減
少
す
る
ど
こ
ろ
か
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

使
用
さ
れ
る
機
器
や
用
紙
に

評
価
装
置
は
、
業
界
の
初
期
段

階
か
ら
信
頼
で
き
る
品
質
の
も

の
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
現
在
で
は
世
界
規
格

と
し
て
採
用
さ
れ
て
お
り
、
圏

内
だ
け
で
な
く
海
外
の
多
く
の

大
手
製
紙
メ
ー
カ
ー
、

機
器
メ
ー
カ
ー
な
ど
に

も
採
用
さ
れ
て
お
り
、

を
書
い
て
も
既
知
の
方
々
も
多

い
と
思
い
、
会
員
以
外
の
企
業

を
選
ん
で
紹
介
し
て
き
ま
し

た。
私
の
強
み
は
、
大
阪
府
で
環

境
関
係
の
業
務
に
携
わ
っ
た
時

に
、
多
く
の
製
造
現
場
を
実
体

験
し
た
こ
と
で
す
。
他
業
種
の

技
術
・
技
能
が
活
用
で
き
る
ケ

(最終回)

成22年)10月5日

今
回
紹
介
す
る
企
業
は
、
側

ド
ト
詮
陰
り
漫
3

旧
日
廿
一
日
「
昆
各
こ


